淡江大學 98 學年度第 1 學期課程教學計畫表
	科目名稱
	日語會話（四）
	授課教師
	富田哲

	開課班級
	日文系 (日) 四年B班
	開課資料
	(必修

□選修
	(上學期  □下學期  □單學期
	2學分
	先修科目
	日語會話（三）

	學系教育目標
	學生基本能力
	本課程與學生基本能力之關聯性 (可多項選填)

	培育具備以下能力之日語人才：

一、日語聽、說、讀、寫、譯五項技能

二、接軌國際之能力

三、掌握資訊之能力

四、迎向未來之能力
	實施優質語言訓練，培育聽、說、讀、寫、譯五技兼備的學生：
A.具有理解日語廣播媒體資訊的能力。
B.具備流暢的口語表達能力。

C.具有閱讀日語報章雜誌及文學作品的能力。
D.訓練學生欣賞、分析及詮釋名著的能力。
E.訓練學生基本作文及日文書信與商業文書的能力。
F.具備基礎中日互譯的能力。
G.具備良好的口語與書面之溝通技巧。
H.具備日本文化的基礎素養。
J.具備獨立及創新思考的能力。
	ABGJ



	本課程與學生基本能力之關聯性填寫說明（範例）：

授課教師預期學生在修習此課程後，所產生之教學成效與學生核心能力之對應，可多項選填（以代碼選填，例如ABCE-----）。


淡江大學2009度第1學期課程教學計畫表

科目名稱：日語會話(四)<電影賞析>

授課老師：富田哲
開課系所班級：日文系四年級
必選修：必修
學分數：2學分
先修科目：日語會話(三)
教學內容及進度：

  このクラスでは、「東京」を舞台あるいはテーマにした以下の作品を鑑賞します。

· 醜聞<スキャンダル>(黒澤明、1950年) 

· 東京物語(小津安二郎、1953年)
· 珈琲時光(侯孝賢、2003年)
· Always三丁目の夕日(山崎貴、2005年)

· 東京タワー オカンとボクと、時々、オトン(松岡錠司、2007年)

· トウキョウソナタ(黒沢清、2008年)

日文系で学ぶみなさんは、多かれ少なかれ「東京」という空間に対する何らかのイメージをお持ちなのではないかと思います。実際に行ったことがある人、あるいは住んだことがある人も少なくないでしょう。そうしたみなさんの感じ方、経験を総動員しつつ、映画にえがかれたさまざまな時代の「東京」、多様な角度からの「東京」を議論してみようというのがこのクラスの趣旨です。

クラスでは映画作品の背景や内容から何を発見できるのか、どんなことを感じるのか、またそれらをどのように他の人に伝えるのか、といったことを重視します。みなさん自身の思考、独創性を強く要求し、通常の授業でのパフォーマンス(「表現」)、中間・期末テストでもそうした観点から評価をします。
授業での報告や宿題の提出を何回か求め、また授業であつかう作品は事前に図書館などで見ておいていただくことを前提とします(上記作品はすべて図書館に所蔵されています)。そうしたスタイルが苦手な人、また映画にあまり興味がない人には、他の会話の授業を選択されるよう強くおすすめします。
なお上記以外にも、みなさんの投票によって1～2作品を選び、クラスで鑑賞したいと考えています。
　

授課方式：課堂講授、分組討論
教學設備：電腦
教材課本：沒有
參考書籍：授課中會介紹
拾貳、成績考核方式：

	
	平時成績：15％

	
	期中考成績：35％

	
	期末考成績：35％

	
	報告、作業：15％








